
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
数
が
増
加
し

た
。
24
年
４
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
に
は
26
人
、
７
月
12
日
の
第
３
回

で
は
43
人
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
回

で
は
、
主
に
事
務
長
や
次
長
ク
ラ
ス
の

幹
部
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
し
て
24
年
10
月
25
日
に
行
わ
れ
た

第
４
回
で
は
、
参
加
者
が
58
人
（
主
催

者
含
め
62
人
）
に
達
し
た
。

　
特
に
こ
の
回
で
は
、
30
代
・
40
代
の

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
や
現
場
リ
ー

ダ
ー
層
が
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
病
院
の
現
場
を
中
核
と

な
っ
て
動
か
す
世
代
が
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
論
が
活
発
化

し
、
よ
り
現
場
視
点
で
の
課
題
解
決
に

向
け
た
実
践
的
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
病
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
会

は
、
医
療
現
場
で
の
孤
立
を
解
消
し
、

つ
な
が
り
の
中
で
新
し
い
価
値
を
生
む

場
と
し
て
、
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

４
．
病
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
―�

実
践
的
な
学
び
と
つ
な
が
り

　
既
述
の
と
お
り
、
病
院
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
の
中
心
を
な
し
て
い
る
の
が
、
１

年
に
４
回
ペ
ー
ス
で
定
期
開
催
さ
れ
る

３
．
病
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
の 

歩
み
と
成
長

　
病
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
活
動
の
原

点
は
、
22
年
頃
の
こ
と
。
神
奈
川
県
内

で
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
意

見
交
換
の
場
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の

時
期
、
医
療
機
関
の
事
務
職
員
や
医
療

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
の
事
業
会
社
の

有
志
が
集
ま
り
、
現
場
の
課
題
を
共
有

し
合
う
小
規
模
な
会
合
が
複
数
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、「
医
療
機
関
が
孤

立
す
る
の
で
は
な
く
、つ
な
が
り
合
い
、

課
題
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
が
必
要

だ
」
と
い
う
共
通
の
意
識
が
自
然
に
芽

生
え
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
が
結
実
し
、
24
年
２

月
22
日
、
第
１
回
「
病
院
デ
ザ
イ
ン
研

究
会
」
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
第

1
回
に
は
20
人
が
参
加
し
、
医
療
機
関

の
事
務
職
を
中
心
に
、
顔
の
見
え
る
関

係
の
中
で
課
題
を
共
有
し
合
う
場
が
提

供
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
自
分

た
ち
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
悩
み
を

出
し
合
い
、
課
題
を
共
有
で
き
る
場
が

あ
る
こ
と
が
心
強
い
」
と
い
っ
た
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
研
究
会
は
そ
の
後
、
１
年
に
４
回

ペ
ー
ス
で
の
定
期
開
催
が
定
着
し
、
回

　
本
記
事
で
は
、研
究
所
設
立
の
背
景
、

具
体
的
な
活
動
内
容
、
そ
し
て
未
来
へ

の
展
望
を
紐
解
い
て
い
く
。

２
．
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で 

医
療
を
変
え
る

　
改
め
て
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉

か
ら
始
め
た
い
。
医
療
現
場
で
は
ま
だ

馴
染
み
の
薄
い
概
念
だ
が
、
病
院
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
が
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
据

え
る
「
デ
ザ
イ
ン
す
る
感
性
」
と
は
、

課
題
を
新
た
な
視
点
で
捉
え
、
解
決
へ

の
道
筋
を
設
計
す
る
力
を
指
す
。
そ
れ

は
単
に
経
営
指
標
を
達
成
す
る
だ
け
で

な
く
、
医
療
の
未
来
を
創
る
た
め
の
包

括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

　
こ
の
考
え
方
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て

い
る
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
通
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
疑
問
を
持
つ
」「
ア
イ
デ
ア
を
探
す
」

「
試
す
」「
最
終
形
を
導
く
」、
そ
し
て

再
び
「
新
た
な
疑
問
を
持
つ
」
と
い
う

サ
イ
ク
ル
を
医
療
機
関
内
で
実
践
す
る

こ
と
で
、
現
場
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
医
療
機
関
が
直
面
す
る
課
題
は
多
岐

に
わ
た
る
。
た
と
え
ば
、
患
者
体
験
の

向
上
、
職
員
の
働
き
や
す
さ
、
地
域
医

療
の
持
続
可
能
性
な
ど
、
多
様
な
側
面

１
．
は
じ
め
に

　
現
在
、
医
療
機
関
で
は
、
経
営
効
率

化
や
収
益
向
上
が
重
視
さ
れ
る
一
方

で
、
患
者
の
体
験
価
値
を
ど
う
高
め
る

か
、
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
ど
う

整
え
る
か
、
さ
ら
に
は
地
域
医
療
の
持

続
可
能
性
を
ど
う
担
保
す
る
か
と
い
っ

た
、
よ
り
多
様
で
複
雑
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
は
、
従
来

の
経
営
指
標
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い

部
分
を
含
ん
で
い
る
。

　
そ
こ
で
病
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
は
医

療
を
広
く
捉
え
、
多
様
な
視
点
を
持
つ

医
療
関
係
者
が
相
互
に
つ
な
が
り
合

い
、
新
し
い
解
決
策
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
を
共
に
探
る
こ
と
が
で
き
る
場
の

提
供
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
病
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
が
提
唱
す
る

「
病
院
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
感
性
を
磨
く
」

と
は
、患
者
、職
員
、地
域
社
会
と
い
っ

た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
包
括

的
に
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
や
ニ
ー

ズ
を
織
り
込
ん
で
課
題
解
決
を
図
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
経

営
目
標
の
達
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
医
療

現
場
を
よ
り
良
い
未
来
へ
導
く
た
め
の

指
針
と
な
る
だ
ろ
う
。

2024年秋
一般社団法人病院デザイン研究所が発足

―医療の未来を創る「デザインの力」

2024年10月、「一般社団法人病院
デザイン研究所」（代表理事：芦原教
之氏／湘南鎌倉総合病院 事務部
長）が正式に発足した。同研究所は、
病院の事務職が中心となり、「病院を
デザインする感性を磨く」をコンセプ
トに、新たな視点で医療機関の課題
解決に取り組む場として創設された。
（執筆：エム・シー・ヘルスケア株式
会社 事業開発部 板橋祐己）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を

解
決
す
る
に
は
、
従
来
の
方
法
を
そ
の

ま
ま
踏
襲
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。

患
者
や
職
員
の
視
点
に
加
え
、
地
域
社

会
全
体
を
含
む
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
柔
軟
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
想
定
さ

れ
る
。

・�

患
者
体
験
の
向
上
：
待
ち
時
間
の
短

縮
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
仕
組
み
の
整

備
な
ど
、
患
者
に
と
っ
て
の
利
便
性

の
向
上
。

・�

職
員
の
成
長
と
働
き
や
す
さ
の
実
現：

採
用
活
動
の
促
進
と
優
秀
な
人
材
の

確
保
、
適
切
な
人
材
配
置
や
教
育
体

制
を
整
備
し
、
職
員
満
足
度
を
高
め

る
取
り
組
み
。

・�

地
域
社
会
と
の
連
携
：
在
宅
医
療
を

支
え
る
仕
組
み
の
強
化
や
、
災
害
時

の
迅
速
な
対
応
体
制
の
構
築
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
経
営
視
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広

い
視
野
に
立
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

患
者
、
職
員
、
地
域
社
会
と
い
っ
た
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
包
括
的
に

捉
え
る「
病
院
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
感
性
」

は
、
新
し
い
解
決
策
を
導
き
出
す
鍵
と

な
る
だ
ろ
う
。

病院デザイン研究所の設立にかかわった方々（代表理事の芦原教之氏は最左）

デザインの視点で課題解決に取り組む
特別レポート

「
病
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
」
で
あ
る
。

こ
の
研
究
会
は
、
医
療
機
関
が
直
面
す

る
課
題
を
多
角
的
な
視
点
で
捉
え
、
他

の
参
加
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
新
し
い

視
点
や
ヒ
ン
ト
を
得
る
場
と
し
て
設
計

さ
れ
て
い
る
。

　
研
究
会
の
各
回
で
は
、
医
療
現
場
の

実
情
を
反
映
し
た
テ
ー
マ
が
設
定
さ

れ
、
実
践
事
例
が
共
有
さ
れ
る
。
テ
ー

マ
は
大
き
く
「
時
間
」「
質
」「
お
金
」

「
量
」「
人
／
顧
客
」「
地
域
／
行
政
」「
感

性
／
考
え
方
」
の
７
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
類
さ
れ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
２
回

（
24
年
４
月
26
日
）
の
研
究
会
で
は
以

下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
扱
わ
れ
た
。

・�

オ
ペ
室
の
経
営
効
率
化
（
時
間
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）：

　
手
術
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
適
切
な
管
理

が
病
院
全
体
の
効
率
向
上
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
を
分
析
。

・�

タ
ス
ク
整
理
（
タ
ス
ク
エ
ン
ド
）：

　
不
要
な
タ
ス
ク
を
見
直
し
、
事
務
職

の
負
担
軽
減
と
業
務
効
率
化
を
図
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
共
有
を
通
じ
て
、
参

加
者
は
他
院
の
成
功
事
例
や
課
題
へ
の

取
り
組
み
を
知
り
、
自
院
で
活
用
で
き

る
実
践
的
な
ア
イ
デ
ア
を
得
て
い
る
。

た
だ
し
、
２
時
間
と
い
う
時
間
的
な
制
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